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項 順位 発 言 者 
発 言 

時 間 
質 問 事 質 問 の 要 旨                  質問の相手

長から委任を

受けた説明者 

１ 農林業の降灰

対策について 

１ 新燃岳降灰対策に伊佐市としてどのように取り組むのか。 

２ 国及び県と連携してどのように農林業家を支援するのか。 

市   長 担当課長 １ ４番 

前田 和文議員

 

４０分 

２ 買い物弱者対

策について 

市街地から離れた小さな商店の閉店が相次いでおり、移動手段

のない高齢者などは買い物も出来ない状況にある。各団体と連携

し支え合う対策はとれないか。 

市   長 担当課長 

 



平成２３年第１回定例会一般質問 
平成２３年３月１６日・１７日・２２日 （19枚のうち2枚目） 

                                    

- 2 - 

項 順位 発 言 者 
発 言 

時 間 
質 問 事 質 問 の 要 旨                  質問の相手

長から委任を

受けた説明者 

１ 川内川改修につ

いて 

１ この４月から建設課川内川対策係は廃止されることになった。

川内川『激特事業』が終わり、これで大丈夫ということか。これで

ことたれりと言う事ではなく地球規模で旱魃・豪雨が起きている

「堤防を高くすることより、こころの堤防を高く。」といわれるよ

うに内水対策やハード面・ソフト面の連携した対策対応が必要と考

える。これからの防災対策を示せ。 

 

２ 川内川『激特事業』の改修結果を見ながら中期改修計画にどう

対応し取り組む考えか具体的に示せ。 

市   長  ２ １９番 

古城 恵人議員

 

４０分 

２ 伊佐の特性を活

かす産業について 

１ ＴＰＰ加入問題は、伊佐市一次産業にとって大きなダメージを

及ぼすことは間違いない。今こそ足元に目を向け農家収入の確保に

努めなければいけない。鹿児島県は森林環境税で竹林整備事業に施

策を講じている。伊佐市内の竹林面積調査や竹の子生産の取組みは

どうなっているか市の見解を示せ。 

 

２ 旧菱刈町は湯之尾井堰上流を活かしたドラゴンカップに取組

み、今では毎年定着してきている。ここは鹿児島県は勿論ボート競

技、練習の場として大きな評価を得ている。今までの努力に加えて

イベントの経済効果が湯之尾温泉街に波及するようなビジョンは

考えられないか。 

 

３ 伊佐市には国際大会に参加する選手を確保している。またボー

トも各種競技用など 50 艇近く保有されていると聞く。このボート

を市内各小中学校において児童生徒が折にふれて慣れ親しむ環境

作りに努め、将来選手になるようなことは考えないか。 

市   長

教 育 長
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項 順位 発 言 者 
発 言 

時 間 
質 問 事 質 問 の 要 旨                  質問の相手

長から委任を

受けた説明者 

１ 市内の高校存続

について 

１ 高校の存続が心配される中で、児童・生徒の５点アップの学力

向上に努力されて久しいが現在の状況はどうか。 

２ 地元高校（大口高校・伊佐農林高校・大口明光学園）への進路

状況はどうか。 

３ 市内中学校生徒の学校生活の状況について 

教 育 長  

２ 高齢者の福祉・

介護事業計画につ

いて 

１ 施設入所の待機状況、要介護の認定状況について 

２ グループホーム、小規模多機能居宅介護施設の整備状況は。 

３ 平成 24 年からの「第５期介護保険事業計画」「第６次高齢者福

祉計画」はどうなるのか。 

市   長  

３ １４番 

福本千枝子議員

 

４０分 

３ ひしかり苑（火

葬場）について 

１ 高齢化率35.1％を迎え、昨年から多くの高齢者が亡くなられた。

自宅での葬儀も少なくなり、民間の斎場の利用も多くなってきた

が、安く利用できる「ひしかり苑」も多くなってきている。しかし、

斎場も狭く、弔問客が入れない状況である。利用しやすい施設に改

修すれば、利用が増えると考える。一部事務組合に関することでは

あるが、市民の声として、構成団体である伊佐市長の考えを伺いた

い。 

市   長  
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項 順位 発 言 者 
発 言 

時 間 
質 問 事 質 問 の 要 旨                  質問の相手

長から委任を

受けた説明者 

４ １番 

緒方 重則議員

 

２０分 

１ 環境問題（河川

汚染）について 

１ 山野五女木地区において、以前から河川の汚濁が問題視されて

いる。 

（１）市としての認識はどうか。 

（２）対策は。（県との連携、市独自） 

 

２ 伊佐市全域における（五女木地区以外）河川の汚染汚濁の現状

はどうか。 

市   長 担当課長 
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項 順位 発 言 者 
発 言 

時 間 
質 問 事 質 問 の 要 旨                  質問の相手

長から委任を

受けた説明者 

１ 伊佐のために地

域間格差の是正 

１ 県立北薩病院から脳神経外科の派遣医師に対する報償費支援に

ついて要望があり、対策協議会が開かれたとのことですが、その経

過をお伺いいたします。 

２ 伊藤知事は「地域間格差の是正」を強く打ち出しておられます

が、それに甘えることなく、伊佐市自身も市民の生命を守るため、

独自に支援することはできないのか市長にお伺いします。 

市   長  ５ ２番 

松元 正議員 

 

２０分 

２ 伊佐のためにふ

るさと教育 

１ 新納忠元公が本になりました。島津家の大番頭で島津家・薩摩

藩の礎となった方で戦国の新納さん、幕末維新の西郷さんと親しま

れていたすごい方であったことをはじめて知りました。教育長はど

う思われたか、感想をお伺いします。 

２ ふれあい講座のふるさと探訪を受講したら、ふるさと伊佐のこ

とを初めて知ることが多く、忠元公とともにふるさと教育の一環と

して、伊佐の小・中学校にも講座を開いたらと考えますが、教育長

のお考えをお伺いします。 

教 育 長  
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項 順位 発 言 者 
発 言 

時 間 
質 問 事 質 問 の 要 旨                  質問の相手

長から委任を

受けた説明者 

６ ７番 

今吉 光一議員

 

２０分 

１ 新燃岳噴火に

よる本市に及ぼす

影響は 

（ア）今年１月の噴火で降灰による被害が懸念されているが、市

内では６月をピークに、３月頃から９月頃まで影響が予想さ

れている。特に農作物等への影響が大きいと思われるが、以

下のことについてお尋ねしたい。 

① 畜産 

② 稲作 

③ 園芸 

④ 葉たばこ 

⑤ 茶 

⑥ 特用林産物 

⑦ その他 

（イ）市民の健康への影響についてどのようなことが懸念される

か。 

（ウ）昭和後期の桜島の降灰が及ぼした影響とその結果から上記

に対しての対策と支援は。本市としての対応は。 

（エ）自家水を飲料にしている市民への対応はどう考えているか。

市   長  
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項 順位 発 言 者 
発 言 

時 間 
質 問 事 質 問 の 要 旨                  質問の相手

長から委任を

受けた説明者 

７ ５番 

諏訪 信一議員

 

１５分 

１ 定住促進につい

て 

１ 地域活性と定住の結びつきについて 

２ 少子化の進む中で、市内 16 校の学校別の 23 年度入学予定者数

は。また今後の学校再編はどうなっているのか。 

３ 定住をしようとする人に空き家を提供し、子育て支援を行ない、

就労事業所を斡旋することで、定住が図られ、学校運営が安定する

と思うが、どういうふうに考えているか伺いたい。例えば、住宅費、

市県民税等の免除はできないのか。 

市   長

教 育 長
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項 順位 発 言 者 
発 言 

時 間 
質 問 事 質 問 の 要 旨                  質問の相手

長から委任を

受けた説明者 

８ ２０番 

岩元 克頼議員

 

２０分 

１ ボランティアポ

イント制度の構築

を 

 支え合う市民の力を活かせる地域づくりに向け、ボランティアに

よる地域への貢献を評価し、その活動に報いるための「ボランティ

アポイント制度」が普及しつつある。本市の目指す共生協働社会の

構築とも軸を一にするものであり、その実現の意義は大きいと考え

るが、市長の見解を伺いたい。 

市   長  
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項 順位 発 言 者 
発 言 

時 間 
質 問 事 質 問 の 要 旨                  質問の相手

長から委任を

受けた説明者 

１ 山野中学校と大

口中学校の統合の

見直し等について 

１ 「山野中学校と大口中学校は平成 23 年４月に統合する。」との

目標のもと山野中学校、山野小学校、平出水小学校のＰＴＡや校区

住民等と話し合いを続けてこられたが、統合を先延ばしされたこと

について伺いたい。 

２ 「伊佐市立中学校再編成協議会」を設置されるが、この協議会

設置の理由、目的、委員の構成等について伺いたい。 

３ 小学校の再編成については今回設置されないが、再編について

は小学校の方が課題は多いと考えている。伊佐市の小中学校のしっ

かりとした将来像を設計できる場を設ける必要があると思うがこ

のことについて伺いたい。 

市   長

教 育 長

 ９ ９番 

沖田 義一議員

 

２０分 

２ チャレンジ基金

の活用について 

１ 定住促進移住者セミナー事業 1,707 千円、伊佐米消費拡大事業

5,000 千円の具体的な活用について 

２ 22 年度は麹用米（焼酎製造用）に活用されたが実績と課題につ

いて伺いたい。 

３ 「県は加工用米について全国統一単価２万円に１万円上乗せし

た３万円を県の交付単価にし、焼酎製造の、主に麹用米生産を後押

しする。」との報道があった。このことについて伺いたい。 

４ この基金については限られた財源の中で集中的に投資できると

いう魅力的なものであり、その効果も期待できる。３年間というこ

とであるが延長を検討する考えはあるのか。 

市   長  
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項 順位 発 言 者 
発 言 

時 間 
質 問 事 質 問 の 要 旨                  質問の相手

長から委任を

受けた説明者 

１ 川内川改修につ

いて 

１ 曽木の滝分水路について 

２ 川間川第四樋門の内水対策について 

３ 阿波井堰の工法は、どのようになっているか。 

４ 川間川の右岸工事は、いつ頃から始められるか。 

５ 鶴田ダム再開発について 

市   長 担当課長 １０ １２番 

左近充 諭議員

 

３０分 

２ 県出先機関の撤

退について 

１ 23 年度で全撤退と聞くが 

２ 農政部・建設部・保健所等何人かずつ残るよう要望していくべ

きではないか。 

市   長  
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項 順位 発 言 者 
発 言 

時 間 
質 問 事 質 問 の 要 旨                  質問の相手

長から委任を

受けた説明者 

１ 地域医療（北薩

病院）について 

医療現場で先生が足りないということを耳にしていたが、最近は

どんな状態か。また議会も北薩病院の草払い等応援しているが、市

としてどのようなことを今から先やろうと考えているのか伺いた

い。 

市   長  １１ １８番 

中村 周二議員

 

３０分 

２ アイデアをどう

活かすか 

他のところとは違うアイデアで、街に元気をと思うが、ひとつの

考えとして墓地公園の企画について、考えを伺いたい。 

市   長  
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項 順位 発 言 者 
発 言 

時 間 
質 問 事 質 問 の 要 旨                  質問の相手

長から委任を

受けた説明者 

１２ ３番 

久保 教仁議員

 

２５分 

１ 各ふるさと会と

の連携強化を 

１ 今年度の各ふるさと会の参加者数と会員数は。また、伊佐市と

の連携・情報発信はどのような形で進められているか。 

２ ふるさとに対する想いが最も強くなるのが定年を迎える 60 歳

前後であるといわれている。この時期に各中学校の還暦同窓会が行

なわれている。これに市長のメッセージを出すなど、伊佐市をアピ

ールし各ふるさと会への参加を促し、ふるさと会の活性化を図る考

えはないか。 

３ 今定例会で重点事業として提案された「伊佐米の販路拡大」へ

の方策の一つとして、ふるさと会との連携（会員へ伊佐米の斡旋）

は考えておられるのか。 

市   長  
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項 順位 発 言 者 
発 言 

時 間 
質 問 事 質 問 の 要 旨                  質問の相手

長から委任を

受けた説明者 

１３ １５番 

市来 弘行議員

 

３５分 

１ 「地域経済をも

っと元気にする」た

めの方策について 

市長は、これまで自らの信念に基づき、医療及び子育て支援等の

政策を、まちづくりの基本に据え推進してきた。 

だが、その一方で、そうした福祉政策を推進していく為にも、そ

の基礎的エンジン部分とも言うべき地域経済力の底上げ、すなわち

地域全体の所得向上がどうしても必要となる。また、そうでなけれ

ば、地域の活力も生まれてこない。 

今後、この課題解決に向け、どう取り組んで行かれるのかお尋ね

したい。 

 

１ 23 年度の新規事業として、伊佐米の試食用米を提供し、販路拡

大を目指すために 1,300 万円の予算が計上された。この具体的事業

内容、また、このことによりどういった層への所得向上を見込んで

おられるのか。 

２ ヒントは、身近なところに転がっている、そういう気がしてな

らない。市内、各地域の人達が元気づき、結果として、各地域の所

得の向上につながって行く具体的方策はないのだろうか。伊佐市の

特性を生かした具体策について、じっくりと見解をお聞きしたい。

市   長 担当課長 

 



平成２３年第１回定例会一般質問 
平成２３年３月１６日・１７日・２２日 （19枚のうち14枚目） 

                                    

- 14 - 

項 順位 発 言 者 
発 言 

時 間 
質 問 事 質 問 の 要 旨                  質問の相手

長から委任を

受けた説明者 

１４ １１番 

丸田 和時議員

 

３０分 

１ むらづくり事業

と自治会育成につ

いて 

１ 旧菱刈町が昭和 50 年代から実施してきたむらづくり事業は大

変すばらしい事業であると思う。合併後伊佐市でも実施している

が、旧菱刈と旧大口との内容の差は大変大きく、また旧大口の中で

も実施している自治会と実施していない自治会の差は大きく制度

自体を知らない自治会もあるように思われる。 

① 旧菱刈町と旧大口市との差はどのように是正していくのか。 

② 自治会同士の格差はどのように解消していくのか。 

③ 予算措置が少ないと思うがどうか。 

④ 自治会の申請に対する判断基準はどうなっているのか。 

 

２ 現在 279 の自治会があるが、23 年度施政方針や予算にも合併や

加入促進を計上してある。 

また、旧大口市は納税奨励金を平成 15 年から 19 年まで公民会育

成費として各公民会に支払い 20 年度より廃止となった。旧菱刈町

は合併後３年までとの事で平成 22 年度までとなった。23 年度予算

には合併や加入の予算があるが、23 年度単年度なのか、今後も続

くものか、具体的には何年後にはどのくらいの自治会数を考えてい

るのか伺いたい。またそれによる行財政効率はどうなるのか。 

市   長 担当課長 
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項 順位 発 言 者 
発 言 

時 間 
質 問 事 質 問 の 要 旨                  質問の相手

長から委任を

受けた説明者 

   ２ ツーリズムの実

施と定住促進につ

いて 

１ 本市は定住促進を大きな目標に掲げ、体験住宅４戸の建設をは

じめ空き家改修事業等の努力を続けている。 

施政方針にも定住促進やツーリズム観光を掲げているが、定住に

はなかなかむずかしいものがある。 

① 住宅相談は多くあるが、借りられる家の準備がない。その対策

はどうするのか。 

② ツーリズムを実施するには事務局体制の充実が必要であるが。

③ 交通アクセスや支援体制、宣伝等の拡充が必要であるが。 

 

２ 過去、旧大口市においては多くの事業により滞在、体験をした

多くの学生がいるが、現在彼らは社会人として働いていると思う。

社会人としての彼らに改めて意見を求め、交流や物流を含め地域の

見直しと新しいシステム作りの考えはないか伺いたい。 

市   長 担当課長 
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項 順位 発 言 者 
発 言 

時 間 
質 問 事 質 問 の 要 旨                  質問の相手

長から委任を

受けた説明者 

１ 徳辺保育所の廃

止について 
１ 保護者への説明をどのように行なってきたのか。 
２ 議会の請願採択、1,700 名を超える署名がよせられたことの重

みをどのように考え、検討してきたか。 
３ 請願が採択されて間もない議会で条例廃止が可決されると考え

る理由は。 
４ 公立保育所廃止・民営化反対運動は全国各地で行政訴訟やさま

ざまな形で展開されているが、裁判では反対住民が勝訴する例が多

く存在する。今後保護者から行政訴訟や不服申し立てが行われるお

それはないか。 

市   長  

２ 乳幼児医療費助

成制度について 
１ 近隣の自治体では小学校、中学校まで助成を行っているが、本

市は県下で最低のレベルとなっている。乳幼児医療費助成を拡充す

るべきではないか。 
２ 県は自動償還を実施しているが、自治体独自で窓口無料を行う

ことはできないのか。 

市   長  

３ 小中学校の教育

環境整備について 
１ ストーブのない学校について校長の方針であるということだ

が、ストーブを設置していない学校長の方針はどのようなものか。

話し合いを行なったのか。 
２ 学力向上、児童生徒の健康面から設置するべきだと思うが教育

長の見解は。 
３ どんな施設にも空調が設置されているのが当たり前の時代であ

る。新燃岳の噴火による降灰の被害が心配されるが、教室にも空調

を設置していくべきではないのか。 

教 育 長  

１５ ６番 

畑中 香子議員

 

４０分 

４ 学童保育の充実

について 
１ 国の補助対象とならなくても、放課後の保育に欠ける児童につ

いて学童を実施するべきではないか。 
市   長  
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項 順位 発 言 者 
発 言 

時 間 
質 問 事 質 問 の 要 旨                  質問の相手

長から委任を

受けた説明者 

１ 公営住宅等長寿

命化計画について 

１ 計画案の策定期間は 

２ 概算総事業費は 

３ 改善内容は 

市   長  １６ １０番 

鶴田 公紀議員

 

３０分 

２ 案内板設置につ

いて 

１ 忠元公園の位置図、案内板の設置は出来ないか。 市   長  
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項 順位 発 言 者 
発 言 

時 間 
質 問 事 質 問 の 要 旨                  質問の相手

長から委任を

受けた説明者 

１ 自治会の新規設

立と小規模自治会

の合併促進につい

て 

１ 自治会組織のない団地、集合住宅等の自治会設立にやっと取り

組む姿勢が現れた。どの様な方法で推進をしていくのか伺いたい。

市   長  １７ １７番 

鵜木 誠議員 

 

３０分 

２ 教育行政につい

て 

教育長は就任１年が経過した。伊佐市の教育行政及び教育現場で

の問題点と取り組みを伺いたい。 

23 年度当初予算でも学校教育の中で子ども達の安心・安全教育の

ために多額の予算を計上している。 

１ １年が経過し、まず自慢できる成果、改めて問題となる課題に

ついて伺いたい。 

２ 学校教育の中で今後、重点的に進めたいことは何か。 

３ 社会教育での重点施策は何か。 

教 育 長  
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項 順位 発 言 者 
発 言 

時 間 
質 問 事 質 問 の 要 旨                  質問の相手

長から委任を

受けた説明者 

１８ １６番 

森山 善友議員

 

２０分 

１ 伊佐の産業振興

について 

１ 水産業について 

（１）主な水産業と生産高（量）について 

（２）今後の見通しについて 

２ 林業について 

（１）木、竹材の生産量について（竹の子の生産量も） 

（２）今後の振興について 

３ 農・畜産物について 

（１）生産物、生産量、販売高、販売先について 

（２）今後の見通しについて 

市   長  

 


